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　今年の11月は、秋晴れの気持良い天気がいつも以上に

多かったような気がします。それでも、秋ならではの時雨

(しぐれ)が冬の訪れを感じさせるようになりました。

 「弁当忘れても傘忘れるな」と言われますが、どちらも

忘れないように気をつけたいです。(笑)

(Ｓ/Ｋ）

　広報かわきたでは、町内のお子さんを紹介
する｢我が家のアイドル｣というコーナーで掲
載者を募集しています。お子様（保育所以下
のお子様が対象です）の掲載を希望される方
は、川北町役場 総務課または、町内各保育所
までご連絡ください。
　一度「わが家のアイドル」に掲載されたこ
とのあるお子様も、再掲載が可能となりまし
た。
　皆様の多数のご応募をお待ちしています。

▽問合せ先
　川北町役場 総務課　TEL（277）1111

｢わが家のアイドル｣ 掲載募集!!｢わが家のアイドル｣ 掲載募集!!

令和元年台風 19号災害義援金の
義援金箱を設置しました

　川北町では「令和元年台風19号」により被
災された方々を支援するため、令和元年11
月より義援金箱を設置しました。
　皆さまからいただいた義援金は、日本赤十
字社を通じて、被災地にお届けいたします。

　役場１階・２階、百寿会館、
　ふれあい健康センター、保健センター

［義援金箱の設置場所］

12月12月

皆さまの温かいご支援と
ご協力をお願いいたします。
皆さまの温かいご支援と
ご協力をお願いいたします。
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
、
９
月
議
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
頂
い
た
大

切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●一般会計●●一般会計●
歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰越すべき財源

実質収支

　35億7,177万円（前年度比 8.9％減）

　34億6,462万円（前年度比 6.3％減）

　  1億　715万円（前年度比 52.5％減）

　　　 1,768万円（前年度比 947.1％増）

　　　 8,947万円（前年度比 60.0％減）

町税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入

繰越金、財産収入など

地方交付税

地方譲与税

その他交付金

国・県支出金

町債

　14億5,292万円（40.7％）

　　　 6,333万円（  1.8％）

　  1億2,770万円（  3.6％）

　　　 4,504万円（  1.2％）

　  3億4,165万円（  9.6％）

　  6億7,664万円（18.9％）

　　　 2,031万円（  0.6％）

　  1億5,656万円（  4.4％）

　  4億8,952万円（13.7％）

　  1億9,810万円（  5.5％）
歳入総額　　35億7,177万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

       6,994万円（  2.0％）

  4億8,641万円（14.0％）

  9億3,614万円（27.0％）

  4億5,307万円（13.1％）

  2億7,420万円（  7.9％）

       4,927万円（  1.4％）

  3億2,342万円（  9.3％）

  1億6,488万円（  4.8％）

  2億7,629万円（  8.0％）

  4億3,100万円（12.5％）

歳出総額　　34億6,462万円 　
平
成
30
年
度
の一般
会
計
決
算
額
は
、歳
入
歳
出
と
も

に
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、歳
出
に
お
い
て
は
、三
反
田
営
農
飲

雑
用
水
施
設
整
備
事
業
や
川
北
町
児
童
館
増
築
等
改
修

事
業
、サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
改
修
事
業
な
ど
の
完
了
に
伴

い
、普
通
建
設
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。目
的
別
の
歳
出
で
は
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
な
ど
へ

の
支
援・給
付
を
含
む
民
生
費
が
27.0
％
と
最
も
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。ま
た
、歳
入
に
お
い
て
は
、普
通
建
設
事
業

費
の
減
少
に
伴
う
町
債
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。自
主

財
源
の一つ
で
も
あ
る
町
税
の
確
保
に
よ
り
、自
主
財
源
比

率
は
全
体
の
56.9
％
を
占
め
、昨
年
に
引
き
続
き
高
い
数
値

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、町
民一人
あ
た
り
に
使
わ

れ
た
金
額
は
約
55
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、平
成
30
年
度
決
算
で
は
、日
本
経
済
は
、デ
フ

レ
脱
却
へ
の
道
筋
を
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
一
方
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
の
支
え
手
の
減

少
や
中
小
企
業
な
ど
で
人
手
不
足
感
の
強
ま
り
つ
つ
あ
る

現
在
、地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
多
く
の
課
題
が
山
積

す
る
中
、町
税
の
確
保
、経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
こ

と
に
よ
り
、翌
年
度
へ
の
繰
越
す
べ
き
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、

実
質
収
支
は
黒
字
と
な
り
、安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
っ

て
お
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
対
策・地
域
防
災

施
策
が
重
要
課
題
と
さ
れ
る
今
日
、こ
れ
ま
で
通
り
手
厚
く
き

め
細
や
か
な
福
祉
施
策
の
継
続
は
も
と
よ
り
、子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
新
築
住
宅
取
得
奨
励
支
援
の
ほ
か
、

I
C
T
を
活
用
し
た
英
語
環
境
や
地
域
防
災
の
整
備
に
取
り

組
み
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全・安
心
か
つ
、豊
か
な
生
活
が
実

感
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計
介護保険サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
工業用水道事業会計

5億1,082万円
3,395万円

1億2,041万円
4億8,692万円
5,672万円
6,406万円
3,834万円

4億8,789万円
3,327万円

1億1,396万円
4億6,702万円
5,536万円
6,269万円
3,757万円

2,293万円
68万円
645万円
1,990万円
136万円
137万円
77万円

●ハード事業
川北保育所空調設備等改修事業……… 6,955万円
　川北保育所の空調などの改修が行われ､施設を利用す
る子どもたちが､より快適に過ごせるようになりました。

防犯カメラ整備事業 …………………… 2,398万円
　町内各所に防犯カメラを設置したことにより､地域の安
全や犯罪の抑止を図ることができました。

保育所・児童館非常通報装置整備事業…… 233万円
　町内各保育所と児童館に非常通報装置を設置したこと
により､万が一の時に迅速な緊急配備の通報ができるよう
になりました。

町道等整備事業 ……………………… 6,969万円
　町道の傷みや消雪装置を整備することで､安全な車輌走
行が可能になりました。

産直物産館駐車場改修事業 ………… 2,078万円
　産直物産館前の駐車場を改修し､利用者がスムーズな
利用ができるように整備しました。

防火水槽整備事業 …………………… 2,895万円
　防火水槽施設を更新することで､消防用の水利や雨水災
害などに活用できる水の確保ができるようになりました。

●ソフト事業
新築住宅取得奨励金 …………………… 950万円
　町内に新築を建築または購入した方の負担を軽減する
ほか､宅地開発を推奨しました。

高齢者医療費助成 …………………… 4,013万円
　75歳以上の高齢者に対し､医療費の自己負担分を全額
助成しました。

短期人間ドック助成 …………………… 2,886万円
　人間ドックを受診された方の､自己負担分の一部を助成
しました。

ICT教育環境の整備……………………… 180万円
　タブレットなどを購入し､町内の小中学校で活用するこ
とで教育環境の充実を図りました。

洪水ハザードマップの作成 ……………… 705万円
　ハザードマップの更新を行い、各世帯に配布したことで、
防災知識の向上を図りました。

インフルエンザ予防接種費用助成 ……… 984万円
　1歳から64歳と65歳以上（無料）までの町民を対象にイ
ンフルエンザ予防接種費用を助成しました。

◆主な事業◆

特
別
会
計

企業会計
※工業用水道事業会計の決算額は、損益計算書に基づくもの。

民生費
（27.0％）

衛生費
（13.1％）

総務費
（14.0％）

議会費
（2.0％）

教育費
（8.0％）

公債費
（12.5％）

消防費
（4.8％）

土木費
（9.3％）

商工費
（1.4％）

農林水産業費
（7.9％） 使用料及び

手数料
（3.6％）

諸収入
（1.2％）

繰越金、
財産収入など
（9.6％）

地方譲与税
（0.6％）

町税町税
（40.7％）

国・県支出金
（13.7％）

町債
（5.5％）

地方交付税
（18.9％）

その他交付金
（4.4％）

分担金及び
負担金
（1.8％）

自主財源
56.9％

依存財源
43.1％

歳入総額
35億7,177万円
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●一般会計●●一般会計●
歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰越すべき財源

実質収支

　35億7,177万円（前年度比 8.9％減）

　34億6,462万円（前年度比 6.3％減）

　  1億　715万円（前年度比 52.5％減）

　　　 1,768万円（前年度比 947.1％増）

　　　 8,947万円（前年度比 60.0％減）

町税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入

繰越金、財産収入など

地方交付税

地方譲与税

その他交付金

国・県支出金

町債

　14億5,292万円（40.7％）

　　　 6,333万円（  1.8％）

　  1億2,770万円（  3.6％）

　　　 4,504万円（  1.2％）

　  3億4,165万円（  9.6％）
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歳入総額　　35億7,177万円
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簡易水道事業特別会計
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5億1,082万円
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1億2,041万円
4億8,692万円
5,672万円
6,406万円
3,834万円

4億8,789万円
3,327万円

1億1,396万円
4億6,702万円
5,536万円
6,269万円
3,757万円

2,293万円
68万円
645万円
1,990万円
136万円
137万円
77万円

●ハード事業
川北保育所空調設備等改修事業……… 6,955万円
　川北保育所の空調などの改修が行われ､施設を利用す
る子どもたちが､より快適に過ごせるようになりました。

防犯カメラ整備事業 …………………… 2,398万円
　町内各所に防犯カメラを設置したことにより､地域の安
全や犯罪の抑止を図ることができました。

保育所・児童館非常通報装置整備事業…… 233万円
　町内各保育所と児童館に非常通報装置を設置したこと
により､万が一の時に迅速な緊急配備の通報ができるよう
になりました。

町道等整備事業 ……………………… 6,969万円
　町道の傷みや消雪装置を整備することで､安全な車輌走
行が可能になりました。

産直物産館駐車場改修事業 ………… 2,078万円
　産直物産館前の駐車場を改修し､利用者がスムーズな
利用ができるように整備しました。

防火水槽整備事業 …………………… 2,895万円
　防火水槽施設を更新することで､消防用の水利や雨水災
害などに活用できる水の確保ができるようになりました。

●ソフト事業
新築住宅取得奨励金 …………………… 950万円
　町内に新築を建築または購入した方の負担を軽減する
ほか､宅地開発を推奨しました。

高齢者医療費助成 …………………… 4,013万円
　75歳以上の高齢者に対し､医療費の自己負担分を全額
助成しました。

短期人間ドック助成 …………………… 2,886万円
　人間ドックを受診された方の､自己負担分の一部を助成
しました。

ICT教育環境の整備……………………… 180万円
　タブレットなどを購入し､町内の小中学校で活用するこ
とで教育環境の充実を図りました。

洪水ハザードマップの作成 ……………… 705万円
　ハザードマップの更新を行い、各世帯に配布したことで、
防災知識の向上を図りました。

インフルエンザ予防接種費用助成 ……… 984万円
　1歳から64歳と65歳以上（無料）までの町民を対象にイ
ンフルエンザ予防接種費用を助成しました。

◆主な事業◆

特
別
会
計

企業会計
※工業用水道事業会計の決算額は、損益計算書に基づくもの。

民生費
（27.0％）

衛生費
（13.1％）

総務費
（14.0％）

議会費
（2.0％）

教育費
（8.0％）

公債費
（12.5％）

消防費
（4.8％）

土木費
（9.3％）

商工費
（1.4％）

農林水産業費
（7.9％） 使用料及び

手数料
（3.6％）

諸収入
（1.2％）

繰越金、
財産収入など
（9.6％）

地方譲与税
（0.6％）

町税町税
（40.7％）

国・県支出金
（13.7％）

町債
（5.5％）

地方交付税
（18.9％）

その他交付金
（4.4％）

分担金及び
負担金
（1.8％）

自主財源
56.9％

依存財源
43.1％

歳入総額
35億7,177万円
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川
北
町
表
彰
式

町  

賞

故 

作
田
　毅 

さ
ん
（
草
深
）

●
主
な
経
歴

平
成
15
年
4
月
〜
平
成
31
年
4
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川
北
町
議
会
議
員

平
成
21
年
6
月
〜
平
成
23
年
4
月 

川
北
町
議
会
副
議
長

平
成
25
年
6
月
〜
平
成
27
年
4
月 

川
北
町
議
会
議
長

平
成
17
年
6
月
〜
平
成
21
年
6
月 

川
北
町
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

平
成
23
年
5
月
〜
平
成
25
年
6
月 

川
北
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長

平
成
27
年
5
月
〜
平
成
31
年
4
月 

川
北
町
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

平
成
25
年
6
月
〜
平
成
27
年
4
月 

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長

平
成
26
年
2
月
〜
平
成
27
年
4
月 

石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

 
 

組
合
議
会
議
長

平
成
26
年
2
月
〜
平
成
27
年
4
月 

石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
議
会
議
長

平
成
15
年
4
月
〜
平
成
31
年
4
月 

川
北
町
卓
球
協
会
会
長

●
主
な
表
彰
な
ど

平
成
26
年
2
月 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
（
特
別
功
労
）

平
成
26
年
4
月 

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
（
自
治
功
労
）
　

平
成
30
年
2
月 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
（
自
治
功
労
）

　
11
月
３
日
、
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
が
見
守
る

中
、
川
北
町
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
前
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
各
分

野
に
お
い
て
、
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
、
町
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
代
町
議
会
議

長
が
祝
辞
を
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
山
下
和
廣
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
下
　和
廣 

さ
ん
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

●
主
な
経
歴

昭
和
62
年
4
月
〜
平
成
4
年
3
月 

石
川
県
剣
道
連
盟
理
事

平
成
4
年
4
月
〜
平
成
11
年
3
月 

石
川
県
剣
道
連
盟
常
任
理
事

平
成
11
年
4
月
〜
平
成
23
年
3
月 

石
川
県
剣
道
連
盟
副
理
事
長

平
成
23
年
4
月
〜
平
成
25
年
3
月 

石
川
県
剣
道
連
盟
副
会
長

平
成
25
年
4
月
〜
平
成
31
年
3
月 

石
川
県
剣
道
連
盟
会
長

平
成
31
年
4
月
〜
現
在 

石
川
県
剣
道
連
盟
相
談
役

 
 

（
一
般
財
団
法
人
　石
川
県
剣
道
連
盟
相
談
役
）

平
成
25
年
10
月
〜
現
在 

草
深
甚
四
郎
顕
彰
会
顧
問

平
成
22
年
1
月
〜
平
成
22
年
12
月 

け
や
き
タ
ウ
ン
区
長

平
成
23
年
4
月
〜
平
成
25
年
3
月 

川
北
町
街
頭
交
通
推
進
隊
隊
員

●
主
な
表
彰
な
ど

平
成
24
年
11
月 

北
國
生
き
が
い
ス
ポ
ー
ツ 

北
國
新
聞
社
長
表
彰

平
成
27
年
11
月 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
石
川
県
知
事
表
彰

平
成
30
年
10
月 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

令
和
元
年
5
月 

全
日
本
剣
道
連
盟
感
謝
状
（
会
長
職
と
し
て
剣
道
普
及
振
興
）

大会長賞

川北まつり写真 ならびに 絵画コンテスト表彰

写真の部絵画の部
北國新聞社長賞

写真の部絵画の部
実行委員長賞

写真の部絵画の部

山田 秀子さん
（下土室）

　
３
年
前
期
に
生
徒
会
長
を
務
め
、
挨
拶
運

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
一
生
懸
命
取
り

組
む
と
共
に
、
運
動
会
の
企
画
運
営
に
も
励

み
、
素
晴
ら
し
い
運
動
会
を
創
り
上
げ
た
。

　
部
活
動
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
。
主

将
を
務
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
チ
ー

ム
を
ま
と
め
上
げ
た
。

　
何
事
に
も
意
欲
的
か
つ
向
上
心
を
持
ち
取

り
組
む
姿
勢
か
ら
、
他
の
生
徒
ら
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、

心
か
ら
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
、
周

囲
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
。

西尾 明花音さん
（木呂場）

平澤 眞理子さん
（内灘町）

鍛治 茜里さん
（草深）

郡 衣里さん
（津幡町）

馬庭 菜月さん
（けやきタウン）

川北 弘さん
（木呂場）

社
会
福
祉
功
労
賞

辰野 直樹さん
（舟場島）

作田 良子さん
（草深）

多
額
寄
付
者
感
謝
状

西田 肇さん
（三反田）

文
化
活
動
振
興
功
労
賞窪田 靖之さん

（サンハイム川北）

文
化
活
動
振
興
奨
励
賞北村 卓雄さん

（橘）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

水泳
宮越 良之さん

（中島）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

國雲 あかりさん
（橘）

北
光
賞

卓球
寅松 志希さん
（けやきタウン）

バウンドテニス
中田 渉さん
（上田子島）

相撲
谷口 志朗さん
（木呂場）

サッカー
中西 海希さん
（サンハイム川北）

卓球
吉田 太一さん
（ひばりタウン）

卓球
舘 優斗さん
（中島）
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年
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功
労
賞

水泳
宮越 良之さん

（中島）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

國雲 あかりさん
（橘）

北
光
賞

卓球
寅松 志希さん
（けやきタウン）

バウンドテニス
中田 渉さん
（上田子島）

相撲
谷口 志朗さん
（木呂場）

サッカー
中西 海希さん
（サンハイム川北）

卓球
吉田 太一さん
（ひばりタウン）

卓球
舘 優斗さん
（中島）
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川
北
町
文
化
祭
十
一
月

川
北
中
文
化
祭

十
月
二
十
六
日

芸
能
発
表
会

十
一
月
十
日

三
日

文
化
に
触
れ
て
教
養
を
深
め
る 

│
│
│
│
│
│

　
川
北
町
文
化
祭
が
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
町
民
の
方
が
会
場
に
訪
れ
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。 

　
作
品
展
示
会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

丹
精
を
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
そ
の
出
来
映
え
に
足
を
止
め
、
作
品

を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
お
茶
会
な

ど
多
彩
な
催
し
や
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ

か
、
会
場
の
外
で
は
町
農
業
振
興
協
議
会
に
よ

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ナ
ス
な
ど
の
農
産
物
販
売

会
と
温
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
文
化
の
日
」
記
念
講
演
は
、
水
戸

黄
門
で
お
な
じ
み
、
女
優
の
由
美
か
お
る
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
心
と
か
ら
だ
の
健
康―

西
野

流
呼
吸
法
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
由
美
か
お
る
さ
ん
の
幼
少
期
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
芸
能
活
動
に
つ
い
て
と
、

今
で
も
健
康
で
元
気
に
仕
事
や
趣
味
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
秘
訣
に
つ
い
て
笑
い
話
を
交

え
な
が
ら
お
話
さ
れ
、会
場
も
一
層
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
と
一
緒
に
西
野

流
呼
吸
法
を
行
い
、
最
後
に
は
、
趣
味
で
あ
る

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
歌
と
合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
、

皆
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

合唱の部　最優秀賞　 
　　一年の部　一年一組  『大切なもの』
　　二年の部　二年二組  『心の瞳』
　　三年の部　三年三組  『僕らの奇跡』

演劇の部　演題
『イリュージョン～宮沢賢治「銀河鉄道の夜」より～』
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川
北
町
文
化
祭
十
一
月

川
北
中
文
化
祭

十
月
二
十
六
日

芸
能
発
表
会

十
一
月
十
日

三
日

文
化
に
触
れ
て
教
養
を
深
め
る 

│
│
│
│
│
│

　
川
北
町
文
化
祭
が
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
町
民
の
方
が
会
場
に
訪
れ
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。 

　
作
品
展
示
会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

丹
精
を
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
そ
の
出
来
映
え
に
足
を
止
め
、
作
品

を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
お
茶
会
な

ど
多
彩
な
催
し
や
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ

か
、
会
場
の
外
で
は
町
農
業
振
興
協
議
会
に
よ

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ナ
ス
な
ど
の
農
産
物
販
売

会
と
温
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
文
化
の
日
」
記
念
講
演
は
、
水
戸

黄
門
で
お
な
じ
み
、
女
優
の
由
美
か
お
る
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
心
と
か
ら
だ
の
健
康―

西
野

流
呼
吸
法
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
由
美
か
お
る
さ
ん
の
幼
少
期
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
芸
能
活
動
に
つ
い
て
と
、

今
で
も
健
康
で
元
気
に
仕
事
や
趣
味
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
秘
訣
に
つ
い
て
笑
い
話
を
交

え
な
が
ら
お
話
さ
れ
、会
場
も
一
層
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
と
一
緒
に
西
野

流
呼
吸
法
を
行
い
、
最
後
に
は
、
趣
味
で
あ
る

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
歌
と
合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
、

皆
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

合唱の部　最優秀賞　 
　　一年の部　一年一組  『大切なもの』
　　二年の部　二年二組  『心の瞳』
　　三年の部　三年三組  『僕らの奇跡』

演劇の部　演題
『イリュージョン～宮沢賢治「銀河鉄道の夜」より～』
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10
月
27
日
に
西
部
学
供
に
お
い
て
、
木

呂
場
・
木
呂
場
新
町
・
な
で
し
こ
タ
ウ
ン

の
３
地
区
合
同
で
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
た
恒

例
行
事
で
、
昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
用
い

て
つ
い
た
お
餅
を
み
ん
な
で
食
べ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
伝
統
的
な
も
ち
つ
き

を
体
験
し
た
り
、
３
地
区
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
公
民
館
や
壮
年
団
役

員
、
女
性
協
議
会
の
方
が
協
力
し
て
、
お

も
ち
の
ほ
か
に
焼
き
鳥
や
お
で
ん
な
ど
も

あ
わ
せ
て
用
意
し
、
訪
れ
た
地
区
の
方
を

も
て
な
し
ま
し
た
。

川
北
町
敬
老
会

昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
で

　
　
　
　
親
睦
を
深
め
る

　
　

川
北
町
敬
老
会
が
10
月
20
日
に
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
対
象
者
７
２
５

名
の
う
ち
２
４
０
名
が
出
席
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
前
町
長
が
「
町
の
様
々
な

福
祉
施
策
を
活
用
し
て
元
気
で
長
生
き
し

て
下
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
苗
代
町
議
会
議

長
よ
り
祝
辞
、
畔
地
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
よ

り
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
を
代
表
し
て
宗
田
和
子

さ
ん
（
下
田
子
島
）
に
増
田
嘉
代
子
女
性

協
議
会
長
よ
り
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
催
し
は
、
冴
木
ゆ
う
さ
ん
に
よ

る
魅
力
溢
れ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
貫
女

　

10
月
29
日
に
橘
小
学
校
の
４
年
生
約
20

名
が
介
護
老
人
保
健
施
設
あ
ん
じ
ん
川
北

を
訪
れ
、
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
施
設
内
の
手
す
り
の
あ
る
入

浴
場
な
ど
利
用
す
る
方
が
安
心
し
て
過
ご

す
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
施
設
を
見
学
し
た

ほ
か
、
職
員
の
方
に
大
変
な
と
こ
ろ
や
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
施
設
を
利
用
し
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
実
際
に
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。
中
に
は
目
線
を
合
わ

せ
て
話
し
た
り
、言
葉
を
大
き
な
声
で
は
っ

き
り
と
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
児
童
の
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ

会
に
よ
る
迫
力
た
っ
ぷ
り
な
津
軽
三
味
線
、

桂
木
良
子
さ
ん
に
よ
る
優
し
い
歌
声
に
昔

懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
歌
謡
シ
ョ
ー

に
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
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10
月
29
日
に
百
寿
会
館
に
お
い
て
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
の
方
が
、
女
性
協
議
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
か
ら
の
参
加
者
約
20
名

に
対
し
て
、
安
全
な
道
路
の
横
断
方
法
や
、

反
射
材
の
着
用
推
進
に
つ
い
て
寸
劇
を
交

え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暗
く
な
る
の
が
早

い
夕
方
や
夜
間
の
歩
行
・
運
転
に
は
十
分

注
意
し
交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

草
深
甚
四
郎
慰
霊

　
　
　
　
剣
道
大
会

ま
だ
ま
だ
元
気
！

　
若
さ
ア
ピ
ー
ル
！

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

　

草
深
甚
四
郎
慰
霊
剣
道
大
会
が
10
月
27

日
に
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
１
０
８

チ
ー
ム
、
７
１
０
名
の
剣
士
が
日
々
の
練

習
で
磨
い
た
剣
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、上
登
正
人
さ
ん
（
下
先
出
）

と
作
田
将
太
郎
さ
ん
（
橘
）
に
よ
る
「
深

甚
流
の
型
」
が
披
露
さ
れ
、
大
会
に
出
場

す
る
剣
士
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情
で
そ
の

作
法
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
戦
、
団
体
戦
の
順
に
試
合
が
行
わ

れ
、
会
場
は
気
迫
と
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
で
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

２
４
０
人
の
参
加
者
が
６
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
輪
投
げ
や
ゲ
ー
ト
く
ぐ
り
な
ど
、
６

つ
の
種
目
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
全

員
参
加
の
種
目
で
川
北
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
〇
×
ク
イ
ズ
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
11
月
10
日
に
与
九
郎
島
地
区
に
お
い

て
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
区
内
の
神
社
よ
り
出
火
し
た
想

定
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
員
、
与
九
郎
島

自
衛
消
防
隊
員
、
白
山
野
々
市
広
域
消
防

本
部
川
北
分
署
職
員
が
出
動
し
、
万
が
一

の
時
に
速
や
か
に
対
応
し
、
連
携
が
と
れ

る
よ
う
水
利
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
消

火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
防
火
意
識

の
高
揚
を
町
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

気
温
も
低
く
な
り
、
暖
房
器
具
の
使
用

が
増
え
る
季
節
で
す
の
で
、
火
の
元
に
は

十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

秋
季
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
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女
子
個
人
戦

　
第
１
位　
岩
本
明
優
奈(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
第
２
位　
須
磨　
杏
樹(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　
第
３
位　
塚
本　
知
里(

木
呂
場)

■
か
が・の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
川
北
大
会

　

(

10
／
19・20　
町
第
２
町
民
体
育
館)

☆
予
選
リ
ー
グ

　
川　
北　
２
－
０　
北　
鳴

　
　
〃　
　
２
－
０　
小　
松

　
　
〃　
　
２
－
０　
ブ
ル
ー
ス
タ
ー

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
川　
北　
２
－
０　
小　
松

　
　
〃　
　
１
－
２　
ア
ン
ビ
シ
オ
ン

■
川
北
町
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

　
(

10
／
20　
町
総
合
体
育
館)

☆
２
年
生

　
第
１
位　
西
田　
　
葵(

三
反
田)

　
第
２
位　
住
駒　
和
奏(

橘)

　
第
３
位　
中
藪　
咲
緒(

橘)

　
　
〃　
　
葛
城　
　
翔(

木
呂
場)

☆
３
年
生
Ａ

　
第
１
位　
西
田　
笑
里(
上
先
出)

　
第
２
位　
大
和
由
梨
佳(
上
田
子
島)

　
第
３
位　
津
田
ま
ひ
る(
木
呂
場)

　
　
〃　
　
西
田　
優
唯(

サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

☆
３
年
生
Ｂ

　
第
１
位　
福
田　
詩
歩(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
第
２
位　
清
水　
　
穏(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
第
３
位　
小
川　
瑠
璃(

橘)

　
　
〃　
　
中
村　
由
依(

橘)

● 

競
技 

●

■
つ
ば
た
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
オ
ー
プ
ン

　

(
10
／
12・13　
津
幡
町)

☆
Ｕ
10
男
子

　
ベ
ス
ト
８　
鳥
居　
直
拓(

け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
Ｕ
12
女
子

　
優　
勝　
染
谷　
紗
花(
け
や
き
タ
ウ
ン)

　
ベ
ス
ト
16　
橋
本　
恋
梅(
け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
14
男
子

　
ベ
ス
ト
８　
染
谷　
柊
真(

け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
Ｕ
16
女
子

　
ベ
ス
ト
８　
橋
本　
夏
凛(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
全
国
テ
ニ
ス
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア(

10
／
19　
能
美
市)

☆
Ｕ
12
女
子

　
ベ
ス
ト
５　
染
谷　
紗
花(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

(

北
信
越
大
会
出
場)

☆
Ｕ
14
男
子

　
ベ
ス
ト
16　
染
谷　
柊
真(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
加
賀
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

　

(

10
／
19　
能
美
市
他)

☆
陸
上
競
技

　
男
子
走
高
跳

　
第
１
位　
山
本　
脩
矢(

下
土
室)

１
ｍ
69
㎝

☆
卓
球
競
技

　
男
子
団
体

　
第
１
位　
川
北
中(

弘
灰
、髙
田
、八
木
、吉
田
、舘
、三
島
、宮
越
、安
田)

　
男
子
個
人
戦

　
第
３
位　
吉
田　
太
一(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
女
子
団
体
戦

　
第
２
位　
川
北
中(

岩
本
、塚
本
、山
浦
、進
藤
、玉
井
、進
地
、須
磨)

☆
４
年
生
Ａ

　
第
１
位　
坂
井　
優
月(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
第
２
位　
窪
田　
実
和(

橘)

　
第
３
位　
北
口　
義
晄(

橘
新)

　
　
〃　
　
笠
間　
敦
翔(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

☆
４
年
生
Ｂ

　
第
１
位　
渡
辺　
瑛
太(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
第
２
位　
安
達　
蒼
輔(

木
呂
場)

　
第
３
位　
松
本　
芽
依(

壱
ツ
屋)

　
　
〃　
　
宮　
　
里
桜(

中
島)

☆
５
年
生

　
第
１
位　
奥
山　
心
捺(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　
第
２
位　
笠
間　
大
悟(

朝
日)

　
第
３
位　
西
田　
陽
希(

三
反
田)

　
第
４
位　
藤
原　
覚
照(

壱
ツ
屋)

☆
６
年
生

　
第
１
位　
小
川　
叶
夢

　
　
　
　
　
　
　
　

(

与
九
郎
島)

　
第
２
位　
野
村
穂
乃
香

　
　
　
　
　
　

(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
第
３
位　
小
木
曽
歩
美

　
　
　
　
　
　
　
　

(

与
九
郎
島)

　
　
〃　
　
北
潟　
翠
杏(

橘)

■
町
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会(

10
／
20　
手
取
川
堤
防)

☆
最
高
タ
イ
ム
者

　
1.5
㎞
男
子

　
小
学
生
以
下
の
部　
亀
田　
桔
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
一
般
の
部　
　
　
　
中
田　
　
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
1.5
㎞
女
子
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小
学
生
以
下
の
部　
谷
佐　
碧
渚(

三
反
田)

　
一
般
の
部　
　
　
　
村
本
恵
理
子(

橘) 
■
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　

(

10
／
20　
町
簡
易

　
グ
ラ
ウ
ン
ド)

　
第
１
位　
48
年
会

　
第
２
位　
川
北
町
野
球
ク
ラ
ブ

　
第
３
位　
川
北
町
商
工
会
青
年
部

■
野
々
市
市
川
北
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

　

(

10
／
24　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場)

☆
男
子
の
部

　
優　
勝　
南　
　
　
滋(

中
島)

　
準
優
勝　
中
村　
栄
俊(

下
先
出)

　
第
４
位　
水
橋　
義
明(

木
呂
場)

　
第
７
位　
橋
場　
智
敏(

橘)

　
第
８
位　
村
田　
信
次(

三
反
田)

　
第
９
位　
森　
　
　
茂(

壱
ツ
屋)　

☆
女
子
の
部

　
優　
勝　
田
中
百
合
子(

朝
日)

　
準
優
勝　
茂
藤　
洋
子(

下
先
出)

　
第
４
位　
本
田　
洋
子(

朝
日)

　
第
５
位　
水
橋
美
智
子(

木
呂
場)

　
第
６
位　
東
田
美
栄
子(

下
先
出)

　
第
７
位　
松
下
タ
ズ
子(

下
先
出)

　
第
８
位　
野
口　
公
代(

下
田
子
島)

■
会
員
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

(

10
／
25　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北)

　
優　
勝　
犀　
川
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

(

多
賀
信
一
、作
田
隆
常
、宮
田
宰
司
、中
田
紀
美)

　
準
優
勝　
白　
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

(

作
田
梅
子
、森
田
祐
正
、畑
屋
一
雄
、南　
武
子)

　
第
３
位　
手
取
川
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

(

野
口
公
代
、亀
田
勇
夫
、丸
一
弘
子
、由
田
外
喜
夫)

　
　
〃　
　
立　
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

(

山
代　
守
、中
田　
宏
、宮
島
六
郎
、村
田
信
次)

■
全
日
本
U
－
12
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　

(

10
／
６・27　
か
ほ
く
市)

　
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
３
－
０　
志
賀
町

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
０
－
４　
ツ
エ
ー
ゲ
ン

■
町
文
化
祭
記
念
町
民
囲
碁
大
会

　
(

10
／
26　
町
百
寿
会
館)

　
優　
勝　
小
島　
繁
夫(

三
反
田)

　
準
優
勝　
茂
藤　
健
治(

下
先
出)

■
河
北
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会

　

(

10
／
26・27　
津
幡
町)

☆
予
選
リ
ー
グ

　
川　
北　
０
－
２　
津　
幡　

　
　
〃　
　
２
－
０　
中　
海

　
　
〃　
　
０
－
２　
鞍　
月

　
　
〃　
　
２
－
０　
羽　
咋

　
　
〃　
　
２
－
１　
宇
ノ
気

☆
１・２
位
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
川　
北　
２
－
０　
小
丸
山

　
　
〃　
　
２
－
０　
宇
ノ
気

　
　
　
　
　

(

敢
闘
賞)

■
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
会
員
月
例
会(

10
／
27　
白
山
市)

　
優　
勝　
中
村
喜
代
美(

橘
新)

　
準
優
勝　
紺
谷　
　
進(

草
深)

　
第
３
位　
中
村　
義
明(

橘
新)

　
第
４
位　
東　
　
茂
樹(

橘
新)

　
Ｂ
Ｇ
賞　
東　
　
茂
樹(

橘
新)

　
　
〃　
　
茂
藤　
健
治(

下
先
出)

■
全
国
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
全
国
卓
球
大
会

　
石
川
県
予
選
会(

10
／
27　
金
沢
市)

☆
男
子
カ
デ
ッ
ト（
中
学
２
年
生
以
下)

の
部

　
準
々
決
勝
進
出　
舘　
　
優
斗（
中
島
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

　
準
決
勝
進
出　
弘
灰　
源
英（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

☆
女
子
カ
デ
ッ
ト（
中
学
２
年
生
以
下)

の
部

　
ベ
ス
ト
５　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

　
ベ
ス
ト
７　
須
磨　
杏
樹（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯　
出
場
権
獲
得

　
ベ
ス
ト
４　
塚
本　
知
里（
木
呂
場
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

　
優　
　
勝　
進
地　
妃
莉（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

☆
男
子
ホ
ー
プ
ス（
６
年
生
以
下
）の
部

　
ベ
ス
ト
４　
寅
松　
志
希（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

☆
女
子
ホ
ー
プ
ス（
６
年
生
以
下
）の
部

　
ベ
ス
ト
４　
板
倉　
奈
央（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

　
準 

優 

勝　
東　
愛
夕
里（
下
田
子
島
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯・大
阪
国
際
招
待
試
合 

出
場
権
獲
得

☆
男
子
カ
ブ（
４
年
生
以
下
）の
部

　
準
決
勝
進
出　
舘　
　
恭
佑（
中
島
）

　
　
　
　
　
　
後
藤
杯
出
場
権
獲
得
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■
手
取
地
区
少
年
柔
道
大
会(

10
／
27 

白
山
市)

☆
個
人
の
部

　
女
子
小
学
１
年
生
の
部

　
優　
勝　
北
村　
亜
香(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
女
子
小
学
３
年
生
の
部

　
優　
勝　
北
村　
啓
衣(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
伏
見
台
杯
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

(

11
／
２　
白
山
市)

☆
予
選
リ
ー
グ

　
川　
北　
２
－
０　
城　
北

　
　
〃　
　
０
－
２　
森　
田

　
　
〃　
　
２
－
０　
小　
松

　
　
　
　
　
２
－
０　
能
町
南
条

☆
１・２
位
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
川　
北　
２
－
０　
森　
本

　
　
〃　
　
２
－
１　
森　
田

　
　
　
　
　

(

優　
勝)

■
今
尾
杯
争
奪
柔
道
大
会(

11
／
３　
福
井
県)

☆
小
学
５
、６
年
女
子
個
人 

　
第
２
位　
北
村　
悠
凪(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
Ｔ
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
大
会

　

(

11
／
４　
金
沢
市)

　
川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ　
17
－
16　
能
美
合
同

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
15
－
13　
小
坂・粟
ヶ
崎
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優　
勝

■
石
川
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　

(

11
／
４　
金
沢
市)

☆
理
事
長
杯

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
準
優
勝　
宮
下　
祥
子(

橘)

・
塚
原　
久
美(

け
や
き
タ
ウ
ン)

ペ
ア

☆
会
長
杯

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
第
３
位　
中
田　
　
渉(

上
田
子
島)

・
飯
田
ペ
ア

☆
会
長
ゴ
ー
ル
ド
杯

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
準
優
勝　
喜
多　
政
尚(

上
先
出)

☆
中
学
生
の
部

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
準
優
勝　
屋
宜　
優
伽(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
月
例
会

　

(

11
／
５　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場)

　
優　
勝　
本
田　
洋
子(

朝
日)

　
準
優
勝　
室
谷
久
美
夫(

与
九
郎
島)

　
第
３
位　
森　
　
　
茂(

壱
ツ
屋)

　
第
４
位　
吉
田　
政
敏(

橘
新)

　
第
５
位　
野
口　
公
代(

下
田
子
島)

　
第
６
位　
松
下　
敬
一(

下
先
出)

■
白
山
市
鳥
越
柔
剣
道
大
会(

11
／
６　
白
山
市)

☆
柔
道

　
小
学
１・２
年
生
の
部

　
第
１
位　
北
井　
　
琴(

舟
場
島)

　
小
学
３・４
年
生
の
部

　
第
３
位　
北
井
琥
太
郎(

舟
場
島)

■
白
山・能
美・野
々
市
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

　
手
取
川
野
球
大
会(
５
／
26
～
７
／
20　
白
山
市
他)

　
川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ　
６
－
５　
松
任
若
大・松
南
合
同

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
10
－
５　
白
山
麓

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
９
－
０　
菅
原・野
々
市
合
同

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
３
－
９　
寺
井
学
童
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
６
－
10　
旭
丘
学
童
野
球
ク
ラ
ブ

■
加
賀
地
区
学
童
野
球
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
大
会

　

(

８
／
10・11　
加
賀
市)

　
川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ　
９
－
２　
加
賀
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
１
－
11　
能
美
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
４
－
２　
月
津
ヶ
丘
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
〃　
　
　
　
２
－
７　
蓮
台
寺
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

■
納
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

(

11
／
９　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場)

☆
男
子
の
部

　
第
１
位　
谷　
　
正
夫(

壱
ツ
屋)

　
第
２
位　
中
村　
栄
俊(

下
先
出)

　
第
３
位　
村
田　
信
次(

三
反
田)

　
第
４
位　
山
村　
秀
峯(

上
先
出)

　
第
５
位　
南　
　
　
滋(

中
島)

　
第
６
位　
水
橋　
義
明(

木
呂
場)

☆
女
子
の
部

　
第
１
位　
茂
藤　
洋
子(

下
先
出)

　
第
２
位　
田
中
百
合
子(

朝
日)

　
第
３
位　
東
田
美
栄
子(

下
先
出)

　
第
４
位　
本
田　
洋
子(

朝
日)

　
第
５
位　
松
下
タ
ズ
子(

下
先
出)

　
第
６
位　
村
田　
友
子(

三
反
田)

■
Ｕ
12
津
沢
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会(

11
／
10　
富
山
県)

☆
予
選
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
１
－
２　
プ
リ
メ
ー
ラ

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
４
－
０　
フ
ォ
ー
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

グ
ル
ー
プ
２
位
通
過)

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
４
－
１　
和
気

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
５
－
１　
津
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝
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｢

が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す｣

の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ

ん
の
成
績
を
掲
載
し
、
今
後
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

　
総
務
課

　
☎
（
２
７
７
）１
１
１
１

　
kouhou-kaw

akita@
tow

n.kaw
akita.lg.jp

ま
で

■
町
納
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
会
員
交
流
大
会

　
(

11
／
10　
白
山
市)

　
第
１
位　
廣
瀬
志
津
子(

上
田
子
島)

　
第
２
位　
新
宅　
和
幸(

上
田
子
島)

　
第
３
位　
西　
　
一
政(

壱
ツ
屋)

　
第
４
位　
澤
田　
一
秋(

上
田
子
島)

　
第
５
位　
舟
田　
　
宏(
上
田
子
島)

　
Ｂ
Ｇ
賞　
澤
田　
一
秋(
上
田
子
島)

■
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
11
／
14　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

☆
男
子
の
部

　
第
１
位　
村
田　
信
次
（
三
反
田
）

　
第
２
位　
橋
場　
智
敏
（
橘
）

　
第
３
位　
元
谷　
重
朗
（
壱
ツ
屋
）

　
第
４
位　
吉
川　
和
男
（
橘
新
）

　
第
５
位　
金
田　
　
修
（
与
九
郎
島
）

　
第
６
位　
吉
田　
政
敏
（
橘
新
）

　
第
７
位　
中
村　
栄
俊
（
下
先
出
）

　
第
８
位　
森　
　
　
茂
（
壱
ツ
屋
）

　
第
９
位　
茂
藤　
　
寛
（
下
先
出
）

　
第
10
位　
苗
代　
享
祐
（
木
呂
場
）

☆
女
子
の
部

　
第
１
位　
茂
藤　
洋
子
（
下
先
出
）

　
第
２
位　
東
田
美
栄
子
（
下
先
出
）

　
第
３
位　
松
下
タ
ズ
子
（
下
先
出
）

　
第
４
位　
田
中
百
合
子
（
朝
日
）

　
第
５
位　
中
田　
紀
美
（
三
反
田
）

　
第
６
位　
作
田　
梅
子
（
三
反
田
）

　
第
７
位　
福
島　
淳
子
（
木
呂
場
）

　
第
８
位　
室
谷　
芳
枝
（
橘
新
）

　
第
９
位　
南　
　
武
子
（
上
田
子
島
）

　
第
10
位　
村
田　
友
子
（
三
反
田
）

■
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ダ
イ
ワ
マ
ル
エ
ス
旗

　
野
球
大
会(

11
／
16　
金
沢
市)

　
第
２
位　
川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ

■
内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
少
年
野
球

　
エ
ン
ゼ
ル
旗
争
奪
ハ
マ
ナ
ス
大
会

　

(

11
／
16　
内
灘
町
他)

　
川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ　
１
－
14　
英
田
パ
ワ
フ
ル
ズ

■
町
囲
碁
大
会(

11
／
16　
町
百
寿
会
館)

　
第
１
位　
西
田　
義
雄(

三
反
田)

　
第
３
位　
小
島　
繁
夫(

三
反
田)

■
今
江
招
待
Ｕ-

12
今
江
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
(

11
／
16・17　
小
松
市)

☆
予
選
Ｄ
グ
ル
ー
プ

　
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
１
－
４　
符
津

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
－
０　
コ
リ
ナ
ス

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　

２
－
０　
今
江

☆
上
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
３
－
０　
清
水

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
－
２　
和
気

　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
－
２　
小
松
南
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

第
４
位)

■
河
村
杯
記
念
少
年
柔
道
大
会(
11
／
17　
小
松
市)

☆
小
学
１
、２
年
女
子
個
人 

軽
量
級

　
第
２
位　
北
村　
亜
香(

け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
小
学
３
、４
年
女
子
個
人 

軽
量
級

　
第
１
位　
北
村　
啓
衣(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
石
川
県
大
会

　

(

11
／
17　
輪
島
市)

　
優
秀
賞　
手
取
亢
龍
若
鮎
組

● 

文
化 

●

■
石
川
県
歌
人
協
会
大
会

☆
大
会
賞　
寺
岡
美
和
子(

中
島)

　
　
　
　
　
「 

日
焼
け
し
て
節
く
れ
立
つ
手
も
な
ん
の
そ
の

令
和
に
生
か
さ
れ
農
た
の
し
ま
な
」

■
新
潟
県
縄
文
記
念
川
柳
大
会

☆
お
題「
命
」

　
準　
勝　
広
瀬　
茂
子(

上
田
子
島)

　
　
　
　
　
「
回
復
へ
命
の
音
を
立
て
る
箸
」

■
石
川
県
水
墨
画
協
会
公
募
展

☆
優
秀
賞　
中
川　
雅
之(

中
島)

☆
入　
選(

会
員
の
部)

　
北
本　
節
子(

壱
ツ
屋)

　
小
島　
典
子(

三
反
田)

　
藤
原　
正
洋(

壱
ツ
屋)

　
吉
岡
美
津
子(

中
島)
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に
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
１
月
19
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
３
階

　
　
　
　

白
山
ホ
ー
ル

▽
定
員　
30
名(

申
込
順)

▽
申
込
締
切　
１
月
５
日(

日)

▽
問
合
せ
先　
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部　

　
　
　
　
　
　

☎
（
２
７
６
）
１
１
１
９

県
内
一
斉 

司
法
書
士
・
税
理
士

に
よ
る
相
続
遺
言
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
と
税
理
士
が
、
遺
言
相
続
手
続
や

相
続
税
の
申
告
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
う

け
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
抱
え
る
相
続
に
関
す

る
問
題
の
解
決
や
紛
争
の
予
防
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
県
内
一
斉
に
相
続
遺
言
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

　

令
和
２
年
１
月
26
日(

日)

　

面
談
相
談
：
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

電
話
相
談
：
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

臨
時
・
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX ２７７－２５８４

今月の納税
水道使用料　第３期
(９月～11月分）
下水道使用料　第３期
(９月～11月分)
介護保険料
(普通徴収)　第６期
後期高齢者医療保険料
(普通徴収)　第９期

今月の川北町
粗大ごみ等集積所

下記のとおり
川北町文化センター
１階で作品を
展示しています。

川北町文化関係
展示協力会

12月３日(火)～12月６日(金)
フラワーアレンジメント

12月３日(火)～12月26日(木)
絵手紙（廊下)

（ ）

ウェブアプリQRコード
｢川北町ごみ分別事典｣

田子島地内
㈱山本組施設の横

開 所 日
毎週水曜日・土曜日

12月14日(土)を12月15日(日)に変更
令和２年１月１日(水)は

お休みです。

開場時間
９：00～16：00

分
け
よ
う
建
設
副
産
物
！

進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
！

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の

建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
塊
、木
材
な
ど
）
の
「
分
別
解
体
」
と
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解
体
な

ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・
再

資
源
化
を
促
す
な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

て
も
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

　

事
務
局　

☎
0
2
5
（
2
8
0
）
8
8
8
0

ご
案
内

普
通
救
命
講
習

　

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、
定
期
的

お
知
ら
せ

福
祉
・
介
護
の
仕
事

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談

　

介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
を

開
催
し
ま
す
。(

※
事
前
申
込
不
要)

▽
開
催
日

　

12
月
９
日(

月)

、
24
日(

火)

　

１
月
６
日(

月)

、
20
日(

月)

▽
時
間

　

セ
ミ
ナ
ー
：
午
前
10
時
～
午
前
10
時
45
分

　

個
別
相
談
：
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０
時

▽
会
場　
小
松
日
の
出
合
同
庁
舎
６
階
会
議
室

▽
問
合
せ
先

　

�

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー(

福
サ
ポ
い
し
か
わ)

　

☎
（
２
３
４
）
１
１
５
１

　

(

午
前
10
時
～
午
後
４
時)

　
　

☎
（
２
９
１
）
０
０
９
９

▽
開
催
場
所

　

野
々
市
市
役
所
庁
舎
内
カ
メ
リ
ア

　

(

野
々
市
市
三
納)

　

ア
ピ
タ
松
任
店(

白
山
市
幸
明
町)

　

�

こ
ま
つ
市
公
会
堂(

小
松
市
丸
の
内
公
園
町)

ほ
か

▽
問
合
せ
先

　

石
川
県
司
法
書
士
会

　

☎
（
２
９
１
）
７
０
７
０

県
ふ
ぐ
処
理
資
格
者
試
験

準
備
講
習
会

　

石
川
県
で
は
平
成
18
年
に
ふ
ぐ
条
例
が
施
行

さ
れ
免
許
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
（
公
社
）
石
川
県
調
理
師
会
で

は
、
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
勉
強
す
る
機
会
の
少

な
い
ふ
ぐ
取
扱
者
の
皆
様
で
、
受
験
さ
れ
る
か

た
に
向
け
て
の
事
前
準
備
講
習
会
を
下
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時　
令
和
２
年
１
月
21
日(

火)

　
　
　
　

実
技　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

学
科　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
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▽
場
所　
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

(

金
沢
市
北
安
江
３
－
２
－
20)

▽
問
合
せ
先　
公
益
社
団
法
人
石
川
県
調
理
師
会

　
　
　
　
　
　

☎
（
２
３
６
）
２
０
１
２

募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

新
規
提
供
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
中
で
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
（
提

供
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
お
互
い
助
け
合
い

な
が
ら
子
育
て
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
の
援
助
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
（
提
供
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
援
助
内
容

　

�

子
ど
も
の
送
迎
、
預
か
り
（
特
に
朝
、
も
し

く
は
夕
方
の
援
助
が
で
き
る
方
）

※�

依
頼
会
員
が
申
し
出
た
時
の
み
援
助
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
応
募
条
件

　

�

川
北
町
内
在
住
で
あ
れ
ば
資
格
、
性
別
、
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

※
要
運
転
免
許

▽
問
合
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
ど
も
館

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
７
７
）
３
６
３
２

前島 仁心ちゃん前島 仁心ちゃん
にこにこまえじままえじま

（橘新）（橘新）
北村 瑠星くん北村 瑠星くん

りゅうせいりゅうせいきたむらきたむら

（木呂場）（木呂場）
田中 琉愛ちゃん田中 琉愛ちゃん
たなかたなか るあるあ

（朝日）（朝日）
上登 千景くん上登 千景くん

ちかげちかげじょうとうじょうとう

（下先出）（下先出）

高 未央梨ちゃん高 未央梨ちゃん
たかたか みおりみおり

（ひばりタウン）（ひばりタウン）
山本 真央ちゃん山本 真央ちゃん

まおまおやまもとやまもと

（ひばりタウン）（ひばりタウン）

縄　郁斗くん縄　郁斗くん
いくといくとなわなわ

（草深）（草深）
津田 宙輝くん津田 宙輝くん

みちてるみちてるつだつだ

（中島）（中島）
西田 雄星くん 西田 雄星くん 

ゆうせいゆうせいにしたにした

（ひばりタウン）     （ひばりタウン）     
室谷 千琉くん室谷 千琉くん

せんりせんりむろたにむろたに

（草深）（草深）

3歳児検診で虫歯のなかった
よい子のみんな
3歳児検診で虫歯のなかった
よい子のみんな

■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
以下の要件を満たしている必要があります
　✓前年の所得額が約 462万円以下である

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

　11月２日、金沢市のいしかわ四高記念公園にて、石川のご当地グルメが
一堂に会する食の祭典「てんこもりフェスタ2019」が開催され、町商工会青
年部が川北のご当地グルメ「かわきた味噌豚どん」のPR販売を行いました。
　「かわきた味噌豚どん」がご当地グルメとして誕生した2011年から毎年
出店している食の祭典で、昨年に続き２度目の優勝を獲得しました。
　人気上昇中の「かわきた味噌豚どん」をぜひ食べてみて下さい！

町商工会青年部　グランプリ２連覇町商工会青年部　グランプリ２連覇
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平成 31年の成人式の様子

成人おめでとうございます成人おめでとうございます
川北町成人式
日  時　令和２年１月 11日（土）10：00～
会  場　町文化センター２階ホール
　今年の対象者は平成 11 年４月２日から平成 12 年４月
１日に生まれた 79名 ( 男子 37名、女子 42名 ) です。
　成人式は大きな節目となる式典です。対象の方には 12
月中旬に案内状を送付しますので、ぜひご出席ください。

【男子】

【女子】

泉　　慧拓
今井　貴裕
近江　涼太
大橋　春紀
沖野翔太郎
奥山　竜生

安藤　真緒
上田　真穂
上原　深月
上水　美鈴
鵜島　那映
桶谷　彩乃

小島　功裕
佐々木尊理
佐野　雄大
高野　　凌
竹内　宏太
竹田　拓人

田中龍太郎
辻　　絢介
寺岡　孝将
中田　大誠
中村　瑠人
佐々木拓海

西川慎太郎
野口　翔信
橋場　広弥
廣瀬　大規
福田　壮吾
宮田　晟弥

村中　謙心
森　　　誠
山先鴻之介
山﨑　祐輝
山先　勇也
山田幸史朗

門木　瑶花
金森　まな
小村　朋未
紺谷　亜美
坂本　愛奈
島田　祐希

清水萌乃佳
清水　眞瑚
白浜　夏紀
瀧脇　　茜
竹内　亜羅
田前光友里

出口　翠菜
出口　夏子
土居　千莉
利倉　有紀
中林　楓鈴
中村　実里

苗代　理沙
西田　江里
橋場　　楓
東田　奈那
平山明香莉
洞　ひかり

山本　透也
山谷　晃平

堀田　七海
本田　好乃
村田　菜津
本野　夏希
山本　風香
吉田結衣菜

吉野亜里咲
脇田　美柚

年末特別火災予防運動年末特別火災予防運動

【問合せ先】白山野々市広域消防本部　（276）9482

12月27日(金)～12月31日(火)
　年末の慌ただしさで火に対する注意もおろそかになり、『つい』『うっかり』が原因の火災が
懸念されます。
　これから寒さが一段と増し、暖房器具等を取扱う機会が多くなります。
　火の消し忘れや火気の取扱いには、十分注意しましょう。
　大掃除の際には、コンセントやコンロの周りを整理清掃して、火災予防に努めましょう。

　11月13日に一般社団法人生命保険株式会社石川県協
会の福祉募金贈呈式にて、県内の団体や施設に対して、
福祉車両や車いすなどが贈られました。
　そのうち、川北町社会福祉協議会には軽自動車が贈呈
され、代表して理事の田西秀司副町長が車両を受け取り
ました。この車両は今後、町民の皆さんへの訪問やサー
ビスの提供などに使用されます。

町社会福祉協議会に車両贈呈町社会福祉協議会に車両贈呈
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水道に関する問合せ先　　土木課　(２７７)１１１１ 

【メーターボックスの維持管理について】
　水道メーターは、水道使用量を把握するための大切なメーターです。
正確、かつ効率的に検針を行うために、次のことにご注意の上ご協力をお願いします。
☆メーターボックスの上には車や物を置かないでください。
☆メーターボックスの中はきれいにしてください。
　中に水や土が入ってしまうと、メーター指針（数字）が読みにくくなってしまいます。
☆犬などは、メーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

水道メーターボックスの除雪にご協力ください
　メーターボックスの上に雪が積もっている場合は、メーターが確認できるよう、ボックスの周辺の除雪
にご協力ください。
※冬期間において、大雪などで検針ができなかった場合は、使用水量を平均水量にさせていただくことが
　ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

　メーターボックスの上に雪が積もっている場合は、メーターが確認できるよう、ボックスの周辺の除雪
にご協力ください。
※冬期間において、大雪などで検針ができなかった場合は、使用水量を平均水量にさせていただくことが
　ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

《アドレス》雪みちナビ PC版：http://www.pref.ishikawa.jp/michi/yuki.htmスマホ版：http://douro-k.pref.ishikawa.jp/sp/index.html  

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

道路に雪を捨てないでください

作業中の除雪車に近寄らないで

路上駐車はやめましょう

冬用タイヤの早期装着を

道路に落ちた屋根雪は各家庭で処分願います

～石川の雪みちナビ～

[問合せ先]　土木課（２７７）１１１１

石川の雪みちナビ
冬期道路情報
QRコード

冬期間における水道に関するおねがい冬期間における水道に関するおねがい
消雪目的として水道を使用しないでください

　水道水を消雪のために使用すると、ポンプ施設に大きな負担がかかり、断水となるおそれがあります。
　一度断水となると、復旧までに時間がかかる場合もあり、生活に必要な水が使用できなくなるおそれが
あります。（みなさんへ供給できる水量は限られています。）
　絶対に使用しないよう、みなさんのご協力をお願いします。

　県民の方々への速やかな情報提供を充実させるため、冬期間、道
路画像や積雪・気温の情報を提供している県ホームページ「石川の
雪みちナビ」について、スマートフォン版を作成しました。
　地図と道路画像や積雪情報が同時に閲覧することができます。

　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対策として、計画
的に除雪作業を進めております。降雪時から明け方までの短い時間の中で広範囲に作業する必要があります。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

　車道や歩道に落ちた屋根雪は通行の妨げになりますので、そのまま放置せずに各家庭で道路以外に排雪いただくようご協力願います。

　除雪車での除雪後、宅地の出入り口などに雪がたまることがあります。除雪作業は限られた時間で行わなければならないため、このたま
った雪を取り除くのは困難です。出入り口にたまった雪は、各家庭で道路以外に排雪いただくようご協力をお願いします。

　除雪車は重機械であり、前後10ｍ位は死角となります。除雪作業中に道路上でバックしたり、旋回したりする場合がありますので、除
雪車には絶対に近づかないでください。

　雪道でのノーマルタイヤの走行は大変危険であり、また渋滞の原因にもなります。突然の降雪に備えて、早めにタイヤ交換を行いましょう。

　路上の駐停車は除雪作業の妨げになります。決められた場所以外での駐停車はやめましょう。
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６　

７　

●法律相談
▽日　時

▽場　所
▽相談者
▽その他　　　　

●人権相談

●行政相談

●健康相談

●心配ごと相談

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎(277)8700　 　(277)8701
開館時間　10 :00～18:00
休 館 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）年末年始

図書館
だより

 

今月の相談日今月の相談日

今月の新刊今月の新刊12月10日(火)
13:30～
役場２階応接室
長谷川・東法律事務所
ご希望の方は前日までに
総務課にご予約下さい。

▽日　時

▽場　所
▽相談者

12月16日(月)
13:00～
サンアリーナ川北
人権擁護委員

12月18日(水)
９:00～
サンアリーナ川北
行政相談委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者

12月中の毎週月曜日
13:30～
町保健センター
町保健師

▽日　時

▽場　所
▽相談者

12月中の毎週火曜日
９:30～
町保健センター
町民生児童委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者

●消費生活相談
12月中の月～金曜日
８:30～17:15
町保健センター
町消費生活相談員

▽日　時

▽場　所
▽相談者

・ひとりで生きる　　/伊集院　静
・ザ・ロイヤルファミリー
　　　　　　　　　　/早見　和真
・いもうと　　　　　/赤川　次郎
・夜はおしまい　　　/島本　理生
・親が知らない子どものスマホ
　　　　　　　　　　/鈴木　朋子

・実況ドラマでわかる万博・都構想
　　　　　　　　　　/橋下　　徹  
・勝ちスイッチ　　　/井上　尚弥
・サン・サン・サンタひみつきち
　　　　　　　　　　/かこさとし
・おもちさんがね…　/とよたかずひこ

　今年の泉鏡花文学賞に「ひよこ太陽」が選ばれました。
　40代の男性作家が、何のために原稿を書いているのかを
迷う日々をつづった私小説的な物語。
　作家として苦労を重ねながら暮らす「私」の純粋で切実な
告白が書かれています。
　不条理でシビアな世界を生きのびる著者の待望の新作！ 

かわきたのジュニアクラブを紹介します！かわきたのジュニアクラブを紹介します！
　現在、川北町青少年活動連絡協議会に加盟し、日々活動に汗を流すジュニアクラブを紹介します。
　今回は、川北町少年剣道深武館の皆さんです。

川北町少年剣道深武館
　試合が始まれば試合場には仲
間はいません。頼れるのは自分自
身です。一生懸命練習に打ち込ん
できた子の表情は自信に満ちて
います。練習の成果を発揮できる
か、さぁ勝負です。
　剣道に限ったことではありま
せんが、真剣に練習に取り組むこ
とが勝利への第一歩です。子ども
達皆が、どうしたら剣道が上達す
るかを考え、先生の話をよく聴
き、絶え間なく努力を続ける。そ
のように成長できるように指導
を行っていきます。

末政　　肇（中島）

ほか　多数

『ひよこ太陽』 田中　慎弥
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　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

【ヨコのカギ】
①イノシシなど野生の食肉を意味する言葉。
③川北温泉にある「○○○風呂」。
⑤人工的に作られた手足のこと。
⑥ふれあい健康センターの２階にある施設。
　「町立○○○館」
⑧火山の火口からマグマなどが吹き出る
　こと。
⑩遅刻の多い人のこと。
⑫内野の反対語。 
⑭物事を他人に知られないようにすること。
⑮自律の反対語。
⑰菊にトゲがある花。
⑱首の長い動物。
⑳寝ているときの顔のこと。
㉒ひき肉を湯でほぐした食べ物。
㉔南の国の総称。
㉕傷口から出てくる体液。

【タテのカギ】
①災害のひとつで、地面が揺れて起こる　
　現象。
②「干支」この漢字の読み方。
③雛鳥の別の言い方。
④自分の思ったとおりに行動すること。
⑤英語で贈り物を意味する言葉。
⑦質流れ品を安く売ったり、いらないもの
　を買取ってくれるお店。
⑨酒樽のふたを割って、みんなでお酒を
　飲むこと。
⑪のぼりの反対。
⑬四文字熟語「○○○一憂」
⑭日本で生まれた、かな言葉。
⑮お米などを作るための土地のこと。
⑯６月頃に降る長雨のこと。
⑰「spring」この単語の日本語の意味。
⑲お金を借りて返すときに、借りた額に　
　足されて支払われるもの。
㉑「○○度」「○○泉」「気○○」
㉓「○○働」「慰○○」「○○そく」

■締切り 12月13日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　　　　　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  　　（277）1748

【応募方法】

※先月号の答えは「タラバガニ」でした。

●能美警察署☎0761（57）0110　●壱ツ屋駐在所☎（277）1744 　●木呂場駐在所☎（277）0061 

FAX

①子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

～交通マナーアップいしかわ～
年末の交通安全県民運動の実施

【運動の重点】
　１、高齢者の交通事故防止
　２、夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　３、飲酒運転の根絶
　４、冬道の安全走行の徹底
　５、全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　本運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルール
の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故
防止の徹底を図ることを目的として実施します。

1 2 3 4

D

5 6

A

7

8 9 10 11

12 13

14 15 16

17 18 19

C B
20 21 22 23

24

E

25

期間：１２月１１日（水）～１２月２０日（金）

ゆっくり走ろう　雪のふる里　北陸路
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「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　山先春枝さん（中島）まで

Hello everyone! "It's the most wonderful time of the year"! That's the name of a 
Christmas song, which means Christmas is coming! Christmas is a very important 
time of the year for many Americans, and it's a time when we get together with 
our family!  In America, we get together with our families on Christmas, and we 

go out with our friends on New Years! But in Japan it's the opposite, I think many people go out with their 
friends on Christmas, and visit their families on New Years!

I recently visited Nara, I saw Toudai Temple and many deer! However, I got my fortune 
at the temple and I got "No Luck!". It said I shouldn't travel, but I was already in Nara! I 
had to drive home! My bad luck showed when I got caught in 2 hours of traffic on the E8, 
but I made it back to Kawakita safely so I was happy.

Until next month, and Merry Christmas!

　皆様こんにちは！「It's the most wonderful time of the year」（一年で一番輝い
ている季節）！この言葉は歌の名前で、クリスマスもすぐ来るという意味の歌です！ア
メリカ人にとってクリスマスは家族と過ごす大切な時間です。アメリカでは、クリスマ
スに家族と集まって、お正月には友達とパーティーに行きます！でも日本ではその逆
で、クリスマスには友達とパーティーに行って、お正月には家族と初詣に行きますね!

 この間、奈良県へ行きました！東大寺とたくさんの鹿を見ました！でも東大寺でおみ
くじを引くと、「凶」が出ました！「旅行：すべきでない」と書いてありましたが、奈
良にもういたので仕方がありません！また、高速道路で２時間も渋滞になり、これが
「凶」の理由だったのでは。それでも無事に、川北に帰ることができたのでよかったで
す。

メリークリスマス！また来月！

ちょっときいてくださ～い!ちょっときいてくださ～い!
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戸籍の窓
11月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,188
ー20人

3,063人
3,125人
1,952戸

12
月
12
月くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー まちのまちの
うごきうごき

ごみ集めの変更のお知らせ

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 壱ツ屋・与九郎島・上田子島・
舟場島・橘・橘新・朝日12月31日（火）→12月30日（月）

中村　伊織

 

（氏　名）

将　吾・阿佑美
（保護者）

ひばりタウン
（住　所）

いおり

（10月分）

（年　齢） （住　所）（氏　名）
佐々木繁久
中　　靜枝
田中美代子
中田　由一

橘
橘
橘新
橘新

才
才
才
才

67
102
89
72

うぶごえ

たかさご
♥栁谷　直樹
佐　　　愛

（氏　名）
けやきタウン
静岡県

（住　所）

おくやみ

日 曜日
1
2

3

4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16

17

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日
月

火

水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

農業委員会(PM1:30):役

産後ママのあんしんケア教室(AM10:30):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

７か月児相談・ブックスタート(AM10:00):保

１歳６か月児健診(PM1:00):保

２歳児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保
資源ごみの日

年末の交通安全県民運動(20日まで)

交通安全の日

人権週間(10日まで)

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

母親教室(AM10:00):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保
どんぐりひろば(AM10:30):東児

どんぐりひろば(AM10:30):西児

欅光学級(PM1:30):文
青少年講座(AM9:30)

ママカフェ(AM10:30):西児

ママカフェ(AM10:30):東児

交通安全の日
健康相談(PM1:30):保

ママカフェ(AM10:30):児

ひよこ広場(AM10:30):図

ひよこ広場(AM10:30):図

農業委員会(PM1:30):役
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ちょっとちょっと一息一息

ヘルシー&
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くわしくは、総務課まで。
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木呂場・木呂場新町・なでしこタウン
三地区合同もちつき大会
（１０月２７日　西部学供）

木呂場・木呂場新町・なでしこタウン
三地区合同もちつき大会
（１０月２７日　西部学供）
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　今年の11月は、秋晴れの気持良い天気がいつも以上に

多かったような気がします。それでも、秋ならではの時雨

(しぐれ)が冬の訪れを感じさせるようになりました。

 「弁当忘れても傘忘れるな」と言われますが、どちらも

忘れないように気をつけたいです。(笑)

(Ｓ/Ｋ）

　広報かわきたでは、町内のお子さんを紹介
する｢我が家のアイドル｣というコーナーで掲
載者を募集しています。お子様（保育所以下
のお子様が対象です）の掲載を希望される方
は、川北町役場 総務課または、町内各保育所
までご連絡ください。
　一度「わが家のアイドル」に掲載されたこ
とのあるお子様も、再掲載が可能となりまし
た。
　皆様の多数のご応募をお待ちしています。

▽問合せ先
　川北町役場 総務課　TEL（277）1111

｢わが家のアイドル｣ 掲載募集!!｢わが家のアイドル｣ 掲載募集!!

令和元年台風 19号災害義援金の
義援金箱を設置しました

　川北町では「令和元年台風19号」により被
災された方々を支援するため、令和元年11
月より義援金箱を設置しました。
　皆さまからいただいた義援金は、日本赤十
字社を通じて、被災地にお届けいたします。

　役場１階・２階、百寿会館、
　ふれあい健康センター、保健センター

［義援金箱の設置場所］

12月12月

皆さまの温かいご支援と
ご協力をお願いいたします。
皆さまの温かいご支援と
ご協力をお願いいたします。
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